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福島工業高等専門学校 Tel. 0 2 4 6 - 4 6 - 0 7 1 9 （総務課 地域連携係）

〒970-8034 福島県いわき市平上荒川字長尾３０ Mail. liaison_office@fukushima-nct-.ac.jp 

令和６年度  福島浜通り地域におけるまちづくり研究及びラーニング ・ コミュニティハブ整備事業

「原子力災害からの復興まちづくり

～原形と現形に至るまちづくり調査 ・ 研究」

～福島浜通り地域におけるまちづくり研究への着手と将来展望～

テーマ

15 ： 30 ～ 17 ： 00 （受付 15 ： 15 ～）

会場　福島高専 磐陽会館２F ひだまりカフェ　

第 2 回

11.13 水
2024
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「原子力災害からの復興まちづくり

～原形と現形に至るまちづくり調査 ・ 研究」

～福島浜通り地域におけるまちづくり研究への着手と将来展望～

福島工業高等専門学校

都市システム工学科　特命助教

李 暁彤
（リ ショウトン）

福島工業高等専門学校

都市システム工学科　教授

齊藤 充弘
（サイトウ ミツヒロ）

●申込時に記載されている個人情報は、 今回の事業以外で使用することはありません。 

●事業開催中、 本校教職員が記録写真 ・ 動画を撮影することがあります。 記録写真 ・ 動画は事業終

了後の各種報告事項や各種広報 ・ 新聞等で利用させていただくことがありますので、 あらかじめご

了承ください。

２０２４年 11 月 13 日 （水）

地元市民及び学生　１５名程度

　2011 年に発生した東日本大震災から 13 年が経過しましたが、 原子力災害発生の影響が大きい

福島浜通り地域におけるまちの復興は、まだまだ途上にあります。 F-REI （福島国際研究教育機構）

の誕生やイノベーションコースト構想の展開など、 浜通り地域をめぐる環境は大きく変化しつつあり

ますが、 大震災発生前のまちの姿に回復するまでには至っていません。

　今回の STEAM カフェでは、大震災発生以前のまちの姿 （原形） を踏まえた復興まちづくり （現形）

のあり方について、 地元の高等教育機関が学生たちと取り組む調査 ・ 研究の概要と現在の進捗状

況を報告しながら、 今後の浜通り地域のまちづくりのあり方について自由に意見交換を行います。

（応募が定員となった場合は、 先着順となります）

無料

https://forms.office.com/r/zARiLS2Wfm

第 2 回

スピーカー

募集要項

申込〆切　11/13 （水） 午前中

開催日

募集対象

参加費

申込方法

15 ： 30 ～ 17 ： 00 （受付 15 ： 15 ～）

（緑茶をご用意します）

下記フォームに必要事項をご記入の上、 お申込みください。

ファシリテーター


